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　 7)ツ イ ンブロ ック装置 とマル チブラケ ッ ト装
置 を併 用 し治 療 を行 ったAngle　ClⅡdivl
　 　　Euro-caucasoideの4症例
　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 ○鮎澤 隆
　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　 (東京)
　 マル チブ ラケ ッ ト装置 とツ インブロ ック装置 を
併 用す るコンビネー シ ョン治療 によ り,良 好 な治
療 結果 とprofileが得 られ た4症例 につ いて報告 す
る。 症 例 はす べ てAngle　ClassⅡdiv1のEuro-
caucasoideの女子 で あった。
　 症例 の概 要 は,平 均初診 時年 齢11y8m,歯牙年
齢IIIB～IV　A,　ANB　2°～7°,　overjet5mm～
7mm,　overbite3mm～7mmであった。
　 基本 的な治療 の流 れ は,1.Expansion　Plateに
よ る上顎 歯 列 の拡大,2.U-archによる上下4前
歯のlevelingとalignment,3.　Twinblock(0.9mm
のball　clasp使用),4.　multibracket装置 に よる
detailingとfinishing,5.　retentionであ る。
　 治療 結 果 は,平 均動 的治 療期 間1y8m,平均 ツ
イ ンブ ロ ック使 用期 間5mで,ツ イ ンブ ロ ック に
よる変 化の様 相 は,2pattern認め られ た。骨 格
的 変 化 は4症 例 様 々 で,歯 系 で はoverjet,
overbiteが改 善 され,非 抜歯 にてAngle　Cl　Iを
獲得 で きた。 軟 組織profi1eではオ トガ イ唇溝 が
浅 くな り,下 口唇 か らオ トガイまでの垂直高径 が
増大 し,全 て の症 例で改善 され た。
　 ツイ ンブロ ック装置 は可 撤式 で,上 下 のプ レー
トが分 離 され た形 で 口腔 内 に装着 で きるため,マ
ル チブ ラケ ッ ト装置 との併 用 が可 能で,従 来 まで
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の機能的矯正装置 に比べ,患 者の 日常生活におけ
る快適性に優れ,協 力度が得 られやすい装置の一
つであった。
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